
現在 施設再整備
（新設時より費用大）

過去の投資 更新需要

更新需要の把握

施設機能健全化・充実

投資の適正化

将来財政見通し

■ 実質投資額

■ 建設改良費（1回目）

■ 建設改良費（２回目）

費 用 平 準 化

水道施設の改良更新計画業務

水道の資産は健全な状態で運営、管理し、次世代へ引き

継いでいく必要がありますが、全国の水道で多年を経過した

ストックの老朽化などの問題が顕在化しています。厳しい財

政状況の中で、いかに施設の再整備を行い、安定した経営を

実現していくかが大きな課題であり、中・長期的視点でア

セットマネジメント手法を活用した改良・更新計画を策定する

ことが重要です。

NJSは、水道システム全体を評価して、コスト及びリスク

の最小化、施設再整備による便益の最大化を実現する合理

的かつ効率的な施設改良・更新計画を策定します。

改良更新計画の背景と目的

改良更新計画業務の概要

INFORMATION

■  地域水道ビジョンの位置づけ
■  水需給の推計
■  水道施設のあり方と整備目標
■  課題解決のシナリオ

水道施設の将来像と基本方針2

■  施設形態（浄水方式、水運用方法、管網の見直し、
　配水区域再編、施設統廃合）の検討
■  施設能力（ダウンサイズ・適正仕様）の検討
■  事故・災害リスクの評価
■  整備優先順位の評価

改良更新の方法3

■  施設投資実績の把握
■  施設機能等診断
■  施設機能健全度評価
■  施設課題の整理

施設更新需要の把握1

■  経営効率化の検討
■  財政収支の見通し
■  料金水準の見通し
■  最適投資計画

中長期財政計画5

■  事業実施効果の検証
■  アセットマネジメントシステムの運営
■  計画フォローアップ
■  施設情報の蓄積と活用
■  管理の提言

改良更新計画の推進方策6

■  事業費用の算定
■  工事順位の検討
■  投資条件シナリオの設定
■  年次別事業計画

施設整備計画4

http://www.njs.co.jp

グローバルに活躍する水と環境のリーディングカンパニー



アセットマネジメントにより健全な財政運営での施設再整備・運用対策を提案します
NJSが提供する改良更新計画の技術

http://www.njs.co.jp

「アセットマネジメント（資産管理）」とは、水道事業を取

り巻く環境や将来のあり方（水道ビジョン・既存計画）を踏

まえ、持続的な事業を実現するために、中・長期的視点に

立ち、施設のライフサイクル全体にわたって効率的かつ

効果的に施設を管理運営する体系化した実践活動です。

この手法を活用することで、次の効果があります。

 ① 現有施設の健全化と更新需要の推移の明確化

 ② 適正な維持管理と技術の伝承の実現

 ③ 財政収支見通しを踏まえた更新財源の確保

 ④ 水道施設全体のライフサイクルコストの縮減

 ⑤ 水道利用者や議会に対する説明責任の向上

アセットマネジメントの活用

アセットマネジメント手法の事例

資産の現状把握と
将来見通し

重要度・優先度を考慮した
更新需要の算定

財政収支見通し
（更新財源確保）

耐震診断に基づく更新
需要・財政収支計画

機能診断に基づく更新
需要・財政収支計画

計画の妥当性確認・評価

実践サイクル DoAction

Check

Plan

■ 目標達成度

■ 施設更新整備
■ 維持管理

■ 水需要
■ ニーズ
■ リスク

■ 地域水道ビジョン
■ 施設改良更新計画
■ 維持管理計画

水道施設は、土木・建築・機械・電気・計装・管路の設備群

で構成され、個々の施設が健全な機能を発揮するだけで

なく、取水施設から配水施設までバランスのとれたトータ

ルシステムとして機能する必要があります。経年化などに

より、機能が低下した施設は、健全度等に応じた優先順位

により計画的に改良更新していくことが重要です。

ＮＪＳは，水道施設の現有機能を的確に把握して施設の

健全度を評価し、機能低下した施設の最適な改良更新計画

を策定するコンサルティングサービスを提供しています。

機能診断等による信頼性の高い施設健全度の評価

機能診断等による施設健全度評価

機械設備の健全度

①基本性能に対する要求機能を確保
②構造上の要求機能を確保
③運転操作上の要求機能を確保
④保全管理上の要求機能を確保
⑤安全上の要求機能を確保
⑥環境保全上の要求機能を確保

各種技術ツールを活用した合理的な計画

改良更新計画の策定には、客観的、定量的な評価が必

要となります。

NJSは、多様なご要望に応えるため、各種の技術ツー

ルにより、計画的に実現可能で合理的な改良更新計画を

策定します。

■  確率的な信頼性評価シミュレーション
■  ライフサイクルコストと潜在断水リスクの算定
■  投資計画シミュレーション
■  事業実施効果シミュレーション
■  財政収支シミュレーション　など

事業実施効果シミュレーション
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経年化設備率（％）

年度

A案
B案
C案

12.8%

31.9%

77.0%
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耐震化率（％）

年度

A案
B案
C案管

路
耐
震
化
率

経
年
化
設
備
率

25.3%

92.4%

100.0%

投資総額
災害・事故リスク
総期待費用
便 益

A案:0.8
B案:1.1
C案:1.4

1.0

投資額 X

適正
投資
適正
投資

a b

A案
1,028
2,381
3,409
823

B案
1,779
1,204
2,983
1,957

C案
2,247

41
2,288
3,146

費
用
対
便
益

B/C
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